
3-1

H27 H28 H29 H30 H31

1 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

2 98.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,856 千円）

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値） 2,731 2,731

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値） 2,731 2,731

2,357 2,357 2,357

総事業費　（＝事業費＋職員人件費） 2,731 2,731 2,811

一般財源 374 374 454

人員（人工） 0.30 0.30 0.30

内

訳 その他

H29予算

374 374 454

国道支出金

地方債

家庭におけるブックスタート贈呈絵本
の活用率（アンケート回答）

事業費　（＝下記内訳計）

H28予算 H28決算

活動指標名
計画値
（H27）

実績値
目標値
（H32）

目標値
（H37）

ブックスタート参加率

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

ブックスタートパック（絵本２冊、絵本を入れるバッグ、おすすめ絵本紹介パンフレット等）を保健課が
毎月実施する乳幼児７ケ月児健康相談の会場において読み聞かせ体験と共に親子に贈る。

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

地域に生まれた赤ちゃんと保護者に絵本を介し、親子のふれあいを深める環境づくりと小さいうちか
ら本に親しみ読書習慣の形成を図ることで、生涯にわたる読書習慣の形成と心豊かな子どもの成長
を育む役割を果たす。

３　事務事業の現状

２　事務事業の概要と目的

対　象

事務や事業が対象としている人
や団体など

市内在住の７ケ月児親子

対象者の今後の予想 減少もしくは横ばい

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 家庭教育の充実

施策目標 子どもたちの未来を育む家庭環境が充実したまち

重点プロジェクト ■該当　　□非該当 評価時期
■中間
□事後

事務区分
■自治
□法定受託

別紙１　　　　　　　事務事業評価（中間評価）シート　【平成28年度】

主管課名（担当名） 図書館　奉仕担当

事務事業名 ブックスタート事業 事業番号 12168



６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

■現状のまま継続
□見直しのうえで継続　（□拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
□終期設定あり　（H　　年度末終了予定）
□休止
□廃止
□完了

作成年月日 平成29年6月

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

７ケ月児親子を対象としているため、統合することは不可能である。

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか

□ある　　□検討の必要性がある　　■ない　　□既に負担がある

受益者負担を課すことでパックを受け取らない、あるいは受け取れない親子が出てくる恐れがあり、
この事業を経験してもらう公平性が失われる可能性が高くなるため、受益者負担の考えはない。

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

参加率１００％を達成していることから見直しは不要である。

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

ＮＰＯ法人ブックスタートからパックを購入することでコストを抑えている。

５　事務事業の評価

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

■結びついている　　□一部結びついている　　□結びついていない

受け取った絵本を赤ちゃんに読んであげることで心がふれあう時間が増えたとのアンケート結果が
出ており、目的である親子のふれあいを深める環境づくりへの成果に結びついている。

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

□可能　　□一部可能　　■不可能

この事業での絵本の読み聞かせは「根室市図書館ボランティア」活動であり、コストの面からも実施
不可能である。また、この事業は「市の子育て支援」の一環として、市が実施するのが望ましい。

４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

見直し状況 □検討中　　■見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　□検討していない

見直しの内容など
会場を児童デイサービスセンターから図書館に移すことで、栄養相談等で待ち時間が長くなる親子
については、保健課と協議のうえ、ブックスタート事業を先に行うなど状況に応じて対応することが可
能となる。

今後の動向・市民ニーズなど 当事業を機会に赤ちゃんへの読み聞かせを始める親子が多く、事業の継続を要望する声が大きい。



3-1

H27 H28 H29 H30 H31

1 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

2 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,856 千円）

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値） 3,590 3,575

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値） 3,590 3,575

3,142 3,142 4,714

総事業費　（＝事業費＋職員人件費） 3,590 3,575 5,496

一般財源 448 433 782

人員（人工） 0.40 0.40 0.60

内

訳 その他

H29予算

448 433 782

国道支出金

地方債

小学校における読み聞かせ（８校）

事業費　（＝下記内訳計）

H28予算 H28決算

活動指標名
計画値
（H27）

実績値
目標値
（H32）

目標値
（H37）

セカンドブック実施率

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

司書が選定したセカンドブック図書から親子で本を選んでいただき、学校を訪問し、読み聞かせ等を
実施し、読書の楽しさを伝えながら親子が選んだ本１冊を贈る。

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

市内すべての小学校１年生に親子で選んだ本を贈呈し、家庭おける読書コミュニケーションへのきっ
かけ作りと読書習慣の形成を図り、親子の絆を深めながら心豊かな子どもの成長を支援する。

３　事務事業の現状

２　事務事業の概要と目的

対　象

事務や事業が対象としている人
や団体など

市内小学校１年生親子

対象者の今後の予想 減少もしくは横ばい

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 家庭教育の充実

施策目標 子どもたちの未来を育む家庭環境が充実したまち

重点プロジェクト ■該当　　□非該当 評価時期
■中間
□事後

事務区分
■自治
□法定受託

別紙１　　　　　　　事務事業評価（中間評価）シート　【平成28年度】

主管課名（担当名） 図書館　奉仕担当

事務事業名 セカンドブック事業 事業番号 12521



６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

□現状のまま継続
■見直しのうえで継続　（■拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
□終期設定あり　（H　　年度末終了予定）
□休止
□廃止
□完了

作成年月日 平成29年6月

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

贈呈は学校単位で行うため、他の事業との統合の可能性はない。

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか

□ある　　□検討の必要性がある　　■ない　　□既に負担がある

受益者負担を課すことで本を受け取らない、あるいは受け取れない親子が出てくる恐れがあり、この
事業の公平性が失われる可能性が高くなるため、受益者負担の考えはない。

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

■ある　　□一部ある　　□ない

実施率１００％を達成しているが、さらなる読書習慣の形成と親子の絆を深めながら心豊かな子ども
の成長を支援するため、絵本作家による講演会等を開催する必要性がある。

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

事業費の大部分が贈呈する本のコストであるため、単位コストの減は困難である。

５　事務事業の評価

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

■結びついている　　□一部結びついている　　□結びついていない

前述のとおり、結果は十分にでている。

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

□可能　　□一部可能　　■不可能

ブックスタート事業のフォローアップとしての事業で、段階的な施策であり、公平な事業推進のため
市が実施すべきである。民間・ＮＰＯ等では継続した取り組みは不可能である。

４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

見直し状況 □検討中　　■見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　□検討していない

見直しの内容など 毎年度、選定図書の内容及び冊数を見直しを図る。

今後の動向・市民ニーズなど 学校・親子から好評であり、事業の継続を要望する声が大きい。


